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一
、
は
じ
め
に

和
化
漢
文
資
料
は
、
通
常
中
国
古
典
の
文
章
に
は
見
ら
れ
な
い
言
語
上
の
特
色
を
有
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
、
国
語
史
学
の
分
野
に
お
い

て
は
、
古
記
録
を
中
心
に
「
対
正
格
漢
文
」
と
し
て
の
こ
の
資
料
独
自
の
性
格
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
研
究
の
目
が

（1）

和
化
漢
文
資
料
内
部
に
向
け
ら
れ
、
位
相
差
・
文
体
差
な
ど
の
観
点
か
ら
、
和
化
漢
文
資
料
の
言
語
の
内
実
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
が

行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
文
章
内
容
や
表
記
様
式
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
こ
と

の
多
か
っ
た
和
化
漢
文
資
料
を
、
言
語
事
象
に
基
づ
い
た
分
類
基
準
に
よ
っ
て
体
系
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た



め
に
は
、
和
化
漢
文
資
料
内
部
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
差
異
が
ど
の
よ
う
な
広
が
。
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
。本
稿
で
は
、
平
安
時
代
後
半
期
成
立
の
和
化
漢
文
資
料
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
表
記
様
式
・
内
容
を
異
に
す
る
も
の
の
、

い
ず
れ
も
「
和
化
漢
文
資
料
的
特
徴
」
を
有
す
る
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
助
字
の
用
法
の
和
化
」
を
資
料
の
性
格
と
の
関
わ
り
に
お
い

（2）

て
考
え
る
こ
と
で
、
先
に
提
示
し
た
問
題
の
解
決
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

l
「
和
化
漢
文
資
料
の
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
使
用
率

（3）

本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
欝
詞
罵
文
と
は
、
「
何
」
「
誰
」
「
呈
」
な
ど
を
伴
っ
て
、
説
明
要
求
・
反
語
と
な
る
罵
表
現
を
指
す
。

こ
の
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
い
て
は
、
文
末
に
助
字
を
使
用
し
て
表
現
が
成
立
す
る
場
合
と
、
こ
れ
を
使
用
せ
ず
に
成
立
す
る
場
合
と
の
両
様

が
認
め
ら
れ
る
。

①
母
間
云
、
矧
剛
咄
珊
、
（
注
好
選
・
上
「
七
ウ
五
）

②
間
云
、

（
水
言
紗
・
二
一
ウ
九
）

③
定
知
、
十
悪
五
逆
猶
被
許
迎
接
、
何
渕
其
封
蝋
乎
l
、
（
続
本
朝
往
生
伝
二
五
オ
八
）

④
悌
師
答
日
、
我
遇
盗
人
、
身
不
被
二
分
痕
、
安
穏
還
家
、

⑤
龍
王
白
悌
言
、
何
剣
此
l
埠
（
注
好
選
・
下
一
五
ウ
四
）

（
探
要
法
花
験
記
・
下
一
八
オ
九
）

⑥
間
、
以
言
者
詔
耳

⑦
即
膏
宿
沙
門
言
、

（
水
言
紗
二
三
オ
七
）
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
下
第
一
一
八
・
六
）

⑧
必
嘆
息
生
死
日
、
我
等
輪
特
売
窮
、
謝
矧
珂
間
郵
（
探
要
法
花
験
記
・
下
三
ウ
五
）

用
例
①
か
ら
④
で
は
文
末
に
「
耶
」
「
哉
」
「
乎
」
と
い
っ
た
助
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
⑤
か
ら
⑧
で
は
そ
の
使
用
を
見
な
い
。

平
安
時
代
後
半
期
和
化
漢
文
資
料
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疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
用
法
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こ
の
よ
う
に
、
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
い
て
は
、
「
何
」
「
誰
」
「
呈
」
な
ど
の
疑
問
詞
の
存
在
に
よ
っ
て
疑
問
の
意
が
表
明
さ
れ
る
た
め
、

⑨
被
仰
云
、
明
日
金
剛
毒
院
供
養
也
、
而
呪
願
文
可
有
歎
、
又
可
無
欺
如
何
者
、
（
水
左
記
・
承
保
三
年
六
月
一
二
日
）

⑩
被
談
云
、
日
本
紀
被
見
哉
、
（
水
言
紗
・
三
六
ウ
〓
）

と
い
っ
た
、
選
択
要
求
・
判
定
要
求
の
場
合
と
は
異
な
り
、
助
字
は
表
現
の
成
立
に
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
て
は
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
助
字
の
使
用
・
不
使
用
は
調
査
を
行
っ
た
和
化
漢
文
資
料
全
般
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
同
一
文
献
内
で
あ
っ

て
も
そ
の
使
い
分
け
が
明
確
に
認
め
が
た
い
場
合
が
多
い
。

⑫
爾
時
金
麹
鳥
往
詣
悌
所
白
言
、
鳥
海
畔
阿
修
羅
王
、
吾
子
所
食
、
更
天
爵
方
、
細
何
剣
剖
功
、
（
注
好
選
・
下
一
四
ウ
ニ
）

⑫
英
子
鵠
金
麹
鳥
所
食
、
龍
王
白
悌
言
、
矧
剣
此
矧
、
（
注
好
選
・
下
一
五
ウ
四
）

⑫
間
云
、
替
名
証
人
弟
子
哉
、
（
水
言
紗
・
二
一
ウ
九
）

⑫
間
、
以
言
者
誰
弟
子
、
（
水
言
紗
二
三
オ
七
）

用
例
⑪
と
⑪
は
と
も
に
「
ど
う
や
っ
て
難
を
逃
れ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
」
と
相
手
に
問
い
か
け
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
⑪
の
文
末
に

助
字
「
哉
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
⑪
で
は
助
字
が
無
い
。
同
様
に
⑫
と
⑫
は
「
誰
々
は
ど
な
た
の
弟
子
で
す
か
。
」
と
問
い
か
け

る
表
現
で
、
⑫
に
助
字
が
有
り
⑫
に
は
無
い
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
例
は
助
字
の
使
用
が
意
図
的
に
為
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

⑬
仇
迦
葉
糾
問
之
、

抑
汝
請
価
、
鵠
攫
曇
女
許
戒
散
、
促
正
法
五
百
年
、
其
答
何
耶
、
‥
・
又
云
、
備
入
滅
時
、
汲
水
不
奉
、
劃
矧
何
、
‥
・

又
云
、
悌
向
汝
可
住
一
部
可
多
却
間
給
、
三
度
不
答
申
、
其
答
何
、
（
注
好
選
・
中
三
六
ウ
三
）

⑭
夫
以
象
口
中
有
牙
、
常
舌
舐
其
牙
、
末
曾
湛
二
滞
、
若
天
水
何
有
矧
、
元
池
封
剖
頭
割
功
、
（
注
好
選
・
下
五
オ
五
）

用
例
⑬
は
、
「
～
其
答
何
‥
・
～
其
替
何
」
と
類
似
の
表
現
を
重
ね
る
も
の
で
、
後
の
文
に
は
助
字
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
⑭

は
、
「
若
し
水
が
無
け
れ
ば
ど
う
し
て
池
が
あ
ろ
う
か
。
池
が
無
け
れ
ば
ど
う
し
て
蓮
華
が
咲
こ
う
か
。
」
と
反
語
表
現
を
重
ね
た
も
の
で
、



初
め
の
文
に
は
助
字
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
類
似
の
表
現
が
重
な
っ
て
い
る
た
め
に
前
後
ど
ち
ら
か
の
助
字
が
省
略
さ

れ
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
説
明
が
つ
く
の
は
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
い
て
助
字
を
使
用
し
な
い
例
の
一
部
に

（4）

つ
い
て
だ
け
で
あ
っ
て
、
助
字
の
使
用
・
不
使
用
に
対
す
る
本
質
的
な
解
答
に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
使
用
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
っ
た
和
化
漢
文
資
料
を
概
観
す
る
と
、
資
料
に
よ
っ

て
そ
の
使
用
に
偏
り
が
存
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

表
　
和
化
漢
文
資
料
の
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
使
用
率

高 nu寿 東 雲 高 拾
也
続 探 大 水

＿＿
注 資

フ
野 過 日 呂 科

名寺 往 往 往 山 往 朝 法 本 紗 選
本
古
往
来

来 来 来 往
生
伝

生
伝
往
生
伝

花
験
記

国
法
華
経
験
記

言 二
四 ー 四 ー ＝ 三 這

二九 有

説
明
要
求

‾八 ○ 一 九 三
妄 ニ〈 九 完 無

一 一 九 一 一
使
用
率

至 00 五〇 看 二五 讐 ハ○ ハ○
°六 °○ to °＼ノ °○ °三 °七 °九 °四

四 五
至 三
八 一一

二
六 九
孟 三五 岩 看

有

＿ 反

語

、／ 一

七 セ 一 ー 一一
二 セ 一一

讐 〕 ‾○ 無一 七 一 一 ー 一 、／

ご 四 ＼ノ 六 五 六 五 七 四 六 七
使

ニハ． 丁
三
°
九
°
0
．
八
°
六
．
五
°
四
°
二
°
玉
．
用

四 セ 六 一 ○ 四 三 五 1ブ 五 ○ 率

平
安
時
代
後
半
期
和
化
漢
文
資
料
の
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
用
法



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

両自
HH
水 春 左 御 平

記 左
＿＿
記 経
＿－
堂 安
遺
文
所
収
書
状
（5
）

記 記 関
白
記

九
九
ご 宍 ー 四 一石 天 エバ

一 一 四 ー ○ ニ
．
九 九 九 九 岩 九九 セ 五 六 ロ 一°○ °四 °○ °六 °○ °七

＼ 四 這 九 一ノ六 四 五 二 二 石

一 五
二〇 三 ー 三

宍 八九 八九 ＼＼ノノ
六六 九〇

°九 °＼／ °セ °五 °七 °○

こ
の
表
は
、
調
査
対
象
と
し
た
資
料
に
お
け
る
総
て
の
疑
問
詞
疑
問
文
を
抽
出
し
、
助
字
の
使
用
率
を
計
上
し
た
数
値
を
掲
げ
た
も
の
で

あ
る
。
表
の
「
有
　
無
」
　
の
欄
に
は
、
助
字
を
使
用
す
る
疑
問
詞
疑
問
文
の
用
例
数
（
有
）
・
助
字
を
使
用
し
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
の
用
例
数

（
無
）
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
、
そ
こ
か
ら
助
字
の
使
用
率
を
計
上
し
た
数
値
を
百
分
率
で
示
し
て
い
る
。

こ
の
表
か
ら
特
徴
的
に
見
て
取
れ
る
の
は
、
特
に
説
明
要
求
の
疑
問
表
現
に
お
い
て
、
資
料
に
よ
っ
て
助
字
の
使
用
率
に
顕
著
な
差
異
が

存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
雲
州
往
来
』
　
『
平
安
遺
文
所
収
書
状
』
　
『
御
堂
関
白
記
』
　
『
左
経
記
』
　
『
春
記
』
　
『
水
左
記
』
　
『
帥
記
』
の
七

資
料
は
、
助
字
の
使
用
率
が
十
割
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
数
値
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
他
の
資
料
は
そ
れ
が
ほ
ぼ
六
割
以
下
に
留
ま
っ
て

（6）

い
る
。
こ
れ
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
見
る
と
、
古
往
来
（
書
状
を
含
む
）
・
古
記
録
に
助
字
の
使
用
率
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
使
用
率

が
さ
ほ
ど
高
く
な
い
の
は
、
説
話
・
霊
験
記
・
往
生
伝
・
古
往
来
（
仏
家
）
　
と
な
っ
て
い
る
。

○
助
字
の
使
用
率
が
高
い
も
の

『
雲
州
往
来
』
　
（
一
〇
〇
％
）
・
『
平
安
遺
文
所
収
書
状
』
　
（
九
一
・
七
％
）
・
『
御
堂
関
白
記
』
　
（
一
〇
〇
％
）
・
『
左
経
記
』
　
（
九
六
・
六
％
）
・
『
春
記
』

（
九
五
・
〇
％
）
・
『
水
左
記
』
　
（
九
七
・
四
％
）
・
『
帥
記
』
　
（
九
九
・
〇
％
）

○
助
字
の
使
用
率
が
さ
ほ
ど
高
く
な
い
も
の



『
注
好
運
』
（
六
〇
・
四
％
）
・
『
水
言
砂
』
（
六
〇
・
九
％
）
・
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
（
九
・
七
％
）
・
『
探
要
法
花
験
記
』
（
四
二
・
三
％
）
・
『
続

本
朝
往
生
伝
』
（
二
五
・
〇
％
）
・
『
拾
遺
往
生
伝
』
（
三
〇
・
八
％
）
・
『
高
野
山
往
生
伝
』
（
五
〇
・
〇
％
）
・
『
東
山
往
来
』
（
五
二
・
六
％
）

三
、
助
字
の
用
法
の
和
化

こ
れ
ま
で
に
、
古
往
来
及
び
古
記
録
の
類
に
お
い
て
説
明
要
求
の
疑
問
表
現
で
の
助
字
の
使
用
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
、
他
の
類
の
資
料

に
比
し
て
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
差
異
は
、
先
の
分
類
か
ら
見
て
、
個
々
の
資
料
内
部
で
の
助
字
の
使
い
分
け
の
問

題
を
超
え
て
、
資
料
間
あ
る
い
は
資
料
群
間
で
の
助
字
の
用
法
の
違
い
と
し
て
捉
え
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ

れ
ら
の
助
字
の
使
用
率
が
高
い
資
料
と
そ
う
で
な
い
資
料
と
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

資
料
を
分
か
つ
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
古
往
来
・
古
記
録
は
他
の
文
章
に
比
し
て
「
よ
り
実
用
的
な
性
格
が
強
い
」
と
い
う
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
「
助
字
の
使
用
率
が
高
い
」
古
往
来
・
古
記
録
は
、
そ
れ
ぞ
れ
消
息
及
び
日
次
記
で
あ
っ
て
、
文
章
作
成
者
の
日
常
実

用
の
便
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
そ
の
性
格
は
実
用
的
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
説
話
・
霊
験
記
・
往
生
伝
を
中
心
と

す
る
「
助
字
の
使
用
率
が
さ
ほ
ど
高
く
な
い
」
資
料
は
、
日
常
実
用
と
い
う
性
格
は
薄
く
、
文
学
的
・
読
物
的
な
性
格
が
よ
り
強
い
も
の
で

あ
る
。以
上
の
考
え
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
実
用
的
な
文
章
は
説
明
要
求
の
疑
問
表
現
に
助
字
の
使
用
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
比
較
の
た
め
に
正
格
漢
文
の
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
用
法
を
確
認
す
る
。
書
写
年
代
及
び
加
点
時
期
に
開
き
が
あ
る

（7）

も
の
の
、
原
漢
文
そ
の
も
の
を
問
題
と
し
て
、
『
論
語
』
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
取
り
上
げ
る
。

て

①
哀
公
間て

②
子
貢
間
ト

ハ

ク

③
哀
公
開

イ
カ
ン
セ
ハ
カ

（
悪
）
セ
ン

日
・
何
－
鵠
　
則を
は

（
論
語
・
第
一
二
紙
二
〇
八
行
・
為
政
）

日
・
孔
1
文
－
子

タ
レ
カ
　
ス
ル

文

（
論
語
・
第
二
手
紙
二
三
九
行
・
公
治
長
）

弟

子
・
執
　
畠
レ

好
　
レ
撃
．
（
論
語

第
一
四
紙
二
四
九
行
・
薙
也
）

平
安
時
代
後
半
期
和
化
漢
文
資
料
の
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
用
法



④
子
貢

⑤
爾
時

⑦
窮
⑧
各

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ツ
の
　
　
を

イ
ツ
レ
か
を
　
こ
セ
ン

必
不
得
　
巳
　
両
．
去
　
於
斯

丘
比
丘
尼
・
優

．
（
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一

の

言
．
世
尊
矧
1
1
醐
婆

塞

優

婆

・
第
五
紙
二
行

机
骨
カ

】何ll矧lllll感－

三
　
者
・
の

夷
・
及
諸

・序晶）

に

　

　

　

て

矧
l
l
矧
l
l
劉
－

何
　
先
．
（
論
語
・
第
一
七
紙
三
〇
六
行
・
顔
淵
）

を

　

　

の

　

の

　

　

　

と

　

　

　

と

　

　

　

を

天
龍
鬼
神
等
・
威
作
此
念
．
是
悌
光
明
神
通
・
之
相
今

の

　

　

　

の

　

　

　

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

執

り

と

叫

引

引

叫

諸
悌
第

て

子
驚
愕

白
其
傲

て

　

な

り

と

に

稗
怨
．
大

言
．
世
尊

ヨ
パ
フ
て
　
　
は

喚

　

我

の

　

の

此
諸

不
無

ひ
R
R

ま
1

量

無

遽

阿

僧
る
こ
と
を
ト
ラ
へ

見
　
捉
．

の祇
菩
薩

一

方

便

．

甚

深

微

妙

難

解

之

法

（
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
・
第
一
八
紙
一
六
行
・
方
便
品
）

（
妙
法
蓮
華
経
巻
第
二
・
第
二
六
紙
一
二
行
・
信
解
晶
）

ま

　

よ

り

　

　

　

　

の

　

　

埼

射

そ

大
衆
従
　
何
所
．
来

（
妙
法
蓮
華
経
巻
第
五
・
第
二
九
紙
〓
ハ
行
・
従
地
踊
出
品
）

こ
れ
ら
の
用
例
の
よ
う
に
、
『
論
語
』
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
お
い
て
は
、
助
字
を
使
用
し
な
い
説
明
要
求
の
疑
問
表
現
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
点
、
正
格
漢
文
で
は
「
助
字
の
使
用
率
が
さ
ほ
ど
高
く
な
い
資
料
」
に
分
類
さ
れ
た
和
化
漢
文
資
料
に
近
い
助
字
使
用
が
為
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
古
往
来
・
古
記
録
の
よ
う
に
十
割
近
い
使
用
率
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
説
明
要
求
の
疑
問
表
現
に

積
極
的
に
助
字
を
使
用
す
る
の
は
、
助
字
の
用
法
が
和
化
し
て
い
る
と
解
せ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
し
か
も
、
そ
の
中
心
と
な
る
資
料
が

古
記
録
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
斯
か
る
助
字
の
用
法
は
、
記
録
体
に
特
徴
的
な
も
の
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
説
明
要
求
の
疑
問
表
現
に
助
字
の
使
用
率
が
高
い
と
い
う
古
往
来
・
古
記
録
の
用
字
法
が
「
和
化
」
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
し
て
、

「
正
格
漢
文
で
は
助
字
を
使
用
し
な
い
所
に
和
化
漢
文
資
料
で
は
助
字
を
使
用
す
る
場
合
」
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

判
定
要
求
の
疑
問
表
現
の
中
で
文
末
に
否
定
辞
を
用
い
て
「
～
不
」
あ
る
い
は
「
～
否
」
の
形
を
取
り
、
「
～
か
ど
う
か
」
と
い
う
意
を
表

す
表
現
形
式
が
あ
る
。
こ
の
表
現
形
式
は
正
格
漢
文
で
は
、
以
下
に
掲
げ
た
用
例
①
か
ら
④
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
和
化
漢
文
資
料

に
お
い
て
も
⑤
か
ら
⑨
の
よ
う
に
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
文
末
の
「
不
」
「
否
」
の
否
定
辞
の
存
在
に
よ
っ
て
疑
問
の
意

が
表
さ
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
表
現
形
式
に
「
助
字
」
を
使
用
す
る
例
が
存
す
る
。
用
例
⑩
か
ら
⑬
が
こ
れ
に
当
た
る
。



［
正
格
博
圧

た
て
ま
つ
り
て

①
智
横
間
　
文

を

　

　

　

　

せ

は

進
．
修
行
て

②
龍
女
謂
智

此積

殊を繹菩

而
′
口
h
H

に

　

　

さ

利
．
言
．
此

に
　
　
て
む
や
　
　
　
を

速
　
得
　
傍
．

尊
者
舎
利

に

て

　

　

の

　

に

　

と

し

て

に

甚
深
微
妙
諸
経
中
質
　
世

（
妙
法
蓮
華
経
巻
第
五
・
第
五
紙
五
行

を

言
．
我
敵
襲
珠
．
世
尊

勘
所
　
希

机

が

　

タ

ト

ヒ

　

て

　

　

　

　

　

　

　

て

　

マ

シ

て

有
．
頗
有
衆
生
．
勒
加
　
精

や

　

　

や

て
　
ま
、
つ
き

③
而
間
訊
言

た
ま
は
く

④
又
間
訊
　
多

・
世
尊

賓
如

［
和
化
漢
文
資
料
］

⑤
即
父
他

⑥
仙
云
限

⑦
林
通
即

⑧
謂
師
－
友

⑨
即
呵
責

行
之
千
お
．

城
1
－
駄

目
我

日
汝

⑩
次
被
仰
云
、
・

に
い
ま
す
や

に
　
か
封
ヤ
　
や

少
病
少
　
慨
に
て

安

欒
行
　
＼
杯
．

て
　
　
　
　
た
ま
ふ
や

（
妙
法
蓮
華
経
巻
第
五
・
第
六
紙
一
五
行
・
捏
婆
達
多
品
）

（
妙
法
蓮
華
経
巻
第
五
・
寧
一
六
紙
一
四
行
・
従
地
踊
出
品
）

釆

安

穏

少

悩

堪

忍
久
住

不

（
妙
法
蓮
華
経
巻
第
七
・
第
二
六
紙
一
二
行
・
妙
音
菩
薩
品
）

授
▼
々の

経

其
後

－

L

 

t

　

．

以
諦
舷を

日
合
食

JH私法
．

て間
を力
．

ノ

　

　

　

こ

間

屏

中

招

五日

ン

ヤ

　

　

ヤ

相
叶
否
（
注
好
選
・
上
三
八
オ
五
）

（
注
好
選
・
中
五
ウ
一
）

（
探
要
法
花
験
記

上
二
八
ウ
〓
）

生て

．
猫
－
食
　
下

に
　
　
　
　
フ
　
　
む
と

院
．
欲
値
慈

マ
テ
（
二
字
些
V
　
　
む

今

　

飽

　

呑

氏
尊
．
此
－
願
ナ
リ
ヤ
　
　
　
ヤ

可

1

不

（
探
要
法
花
験
記
・
下
五
オ
一
）

（
探
要
法
花
験
記
・
下
二
九
ウ
一
〇
）

ヤ

　

　

　

ヤ

キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
H
ド
l
l
l
l
l
I
「
－
．

熱
丸
．
美
－
味
有
－
否

・
又
被
立
使
日
者
、
可
有
御
祓
哉
否

⑪
仰
云
、
瑚
蘭
御
神
楽
可
有
哉
否

（
春
記
・
長
暦
三
年
一

（
左
経
記
・
寛
仁
元
年
十
月
十
日
）

一
月
二
二
日
）

⑫
被
仰
云
、
‥
・
若
然
者
無
其
罪
哉
否

（
春
記
・
長
久
元
年
六
月
八
日
）

⑬
被
仰
云
、
・

（
水
左
記
・
承
暦
四
年
間
八
月
一
四
日
）

こ
れ
ら
の
例
は
文
末
の
否
定
辞
の
前
に
「
乎
」
「
哉
」
の
助
字
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
正
格
漢
文
で
は
用
例
の
よ
う
に
疑
問
の
助
字
を
使
用

平
安
時
代
後
半
期
和
化
漢
文
資
料
の
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
用
法



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四

し
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
助
字
が
同
時
に
使
用
さ
れ
る
場
合
で
も
否
定
辞
の
後
に
疑
問
助
字
を
用
い
て
、
こ
れ
を
否
定
辞
の

（8）

前
に
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
事
か
ら
、
否
定
辞
「
不
」
「
否
」
を
文
末
に
用
い
て
成
立
す
る
疑
問
表
現
に
お
い
て
、
否
定
辞
の
前
に
疑
問
助
字
を
加
え
、
「
助
字
＋

否
定
辞
」
の
形
を
取
る
の
は
和
化
漢
文
資
料
独
自
の
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
助
字
の
用
法
を
、
調
査
を
行
っ
た
和
化
漢
文
資
料
に
お
い

へ
り
・
」

て
確
認
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

『
拾
遺
往
生
伝
』
～
哉
否
　
六
例

『
左
経
記
』
～
哉
否
一
五
例

『
春
記
』
～
哉
否
　
八
例

『
水
左
記
』
～
乎
否
一
例

～
欺
否
　
三
例

～
哉
不
　
二
例

『
帥
記
』
～
哉
否
一
例
　
　
　
～
歎
否
　
二
例

用
例
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
古
記
録
を
中
心
に
そ
れ
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
他
の
資
料
『
注
好
選
』
『
水
言
紗
』
『
大
日

本
国
法
華
経
験
記
』
『
探
要
法
花
験
記
』
『
続
本
朝
往
生
伝
』
『
高
野
山
往
生
伝
』
『
東
山
往
来
』
で
は
、
「
～
不
」
「
～
否
」
の
疑
問
表
現
形
式

自
体
は
存
し
て
い
る
も
の
の
、
否
定
辞
の
前
に
疑
問
助
字
を
加
え
る
例
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
「
助
字
＋
否
定
辞
」
の
疑
問
表
現
形
式
は
、
通
常
和
化
漢
文
資
料
に
お
い
て
、
用
例
⑤
か
ら
⑨
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
～
ヤ
イ
ナ
ヤ
」

と
補
読
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
初
め
の
助
詞
「
や
」
の
表
記
と
し
て
助
字
を
当
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
中
国
式
の
「
否
定
辞
十

助
字
」
の
語
序
で
は
な
く
し
て
「
助
字
＋
否
定
辞
」
の
語
序
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
位
置
に
助
字
を
置
け
ば
、
否
定
辞
よ
り
前
の
部
分
は
「
～
乎
・

哉
（
や
）
」
と
い
う
通
常
の
判
定
要
求
の
疑
問
表
現
形
式
と
同
じ
に
な
り
、
否
定
辞
「
不
」
や
「
否
」
を
挟
ん
で
助
字
を
位
置
さ
せ
る
よ
り
も

疑
問
の
表
現
と
し
て
座
り
が
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
心
的
状
況
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
本
来

は
文
末
の
語
気
詞
で
あ
っ
た
助
字
を
、
こ
の
文
中
の
位
置
で
使
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
は
、
「
乎
」
「
哉
」
が
中
国
式
の
助
字
か
ら
離



れ
て
日
本
式
に
和
化
し
て
い
た
こ
と
に
理
由
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
「
和
化
」
の
内
実
は
訓
点
資
料
の
附
訓
例
を
参
考

に
す
れ
ば
、
「
助
字
の
助
詞
表
記
化
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
見
て
き
た
、
「
助
字
＋
否
定
辞
」
の
判
定
要
求
の
疑
問
表
現
形
式
は
古
記
録
を
中
心
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
斯
か
る
表
現
形
式

を
支
え
る
の
が
「
助
字
の
助
詞
表
記
化
」
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
本
稿
に
お
い
て
問
題
と
す
る
「
説
明
要
求
の
疑
問
衷
現
に

お
け
る
助
字
の
使
用
率
の
高
さ
」
も
同
じ
所
に
原
因
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
見
出
せ
る
よ
う
に
思
う
。
両
者
は
共
に
助
字
を
積
極
的
に
書

き
加
え
る
と
い
う
表
記
態
度
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
見
ら
れ
る
資
料
が
古
記
録
中
心
と
い
う
こ
と
も
重
な
り
を
見
せ
て
い
る
。

四
、
助
詞
表
記
と
し
て
の
助
字
「
乎
」
「
哉
」

古
往
来
・
古
記
録
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
助
字
の
使
用
率
の
高
さ
を
支
え
る
要
因
を
「
助
字
の
助
詞
表
記
化
」
に
求
め
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
こ
の
助
詞
表
記
に
供
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
助
字
は
、
日
本
語
と
ど
の
よ
う
に
結
び
付
い
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
こ
と
と
す

る
。古
記
録
・
古
往
来
の
説
明
要
求
の
疑
問
表
現
に
お
い
て
主
と
し
て
使
用
さ
れ
る
助
字
は
「
乎
」
「
哉
」
二
字
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
助
字
は
、

観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
及
び
三
巻
本
『
色
葉
芋
類
抄
』
で
次
の
よ
う
な
和
訓
が
集
載
さ
れ
て
い
る
。

○
乎
ヤ
和
コ
（
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
・
僧
中
四
四
）

○
乎
琵
反
ヤ
ヵ
（
同
右
・
仏
上
八
三
）

○
裁
哉
錆
子
崇
イ
ハ
シ
ム
ヤ
ア
ヒ
タ
（
同
右
・
僧
中
四
こ

○
冶
㌢
梢
者
反
　
咄
品
常
皮
二
反
哉
耶
競
腋
　
乎
己
上
岡
（
黒
川
家
本
色
葉
字
渠
抄
・
也
・
辞
字
）

こ
の
こ
と
か
ら
古
往
来
・
古
記
録
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
「
乎
」
「
哉
」
両
字
は
助
詞
「
や
」
の
表
記
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が

高
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
、
実
際
の
資
料
に
お
い
て
確
認
す
る
と
、
僅
少
で
は
あ
る
も
の
の
、
助
詞
「
や
」
を
仮
名
で

平
安
時
代
後
半
期
和
化
漢
文
資
料
の
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
用
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

表
記
し
て
い
る
疑
問
表
現
が
古
記
録
に
認
め
ら
れ
る
。

○
復
座
、
放
残
文
人
硯
、
上
卿
召
外
記
仰
云
、
コ
葡
嘲
刊
、
（
永
昌
記
・
天
治
元
年
四
月
二
日
）

○
被
仰
云
、
大
舎
人
列
候
ヤ
、
国
柄
候
ヤ
、
刀
禰
列
候
ヤ
、
式
部
弾
正
候
ヤ
、
（
永
昌
記
・
大
治
元
年
正
月
十
六
日
）

一
七
六

ま
た
、
和
化
漢
文
の
訓
点
資
料
で
は
、
「
乎
」

「
哉
」
両
字
に
以
下
の
よ
う
な
附
訓
例
が
確
認
さ
れ
る
。

①
答
②
父
③
胡
④
天
⑤
宣

云
我
母

テ

　

　

　

　

　

　

ノ

見
瓶
中

カ

　

　

　

　

　

　

ニ

楊
云
鵠

力
　
巨
l
l
l
l

下
誰
人

律
師
間

猫
寒

一
プ蛇
．

∴カ　
　

ヤ

家
　
宿
　
也
我
何

ク
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ワ
カ
ウ
ヨ
リ
　
　
二

日
吾
子
　
若
　
鳥

得

－
．

ム
ヤ

暖
．
乎
．
（
注
好
選
・
上
二
一
ウ
三
）

元
悪
．
山
豆
有
　
之
．
哉
．
（
注
好
選
・
上
二
三
ウ
六
）

有
失
．
呈

不

物
不
重
此

恩

哉
．
（
注
好
選

聴
哉
．
（
注
好
選
・
上
三
八
オ
六
）

・
中
四
ウ
五
）

叫
の

天
．

日
・
・
・
不

に

⑥
現
－
世
加
－
護
巳

て

⑦
女
歓
喜
自
我
亦
以
如

是
．

元
欲
－
柴
．
審
　
昔
誰

大
－
善
之

但
以
今

乎
　
（
探
要
法
花
験
記

山
豆
唐
－
指
乎

の

　

　

　

を

身
善
根
．
廻

・
上
七
ウ
一
〇
）

（
探
要
法
花
験
記
・
上
一
八
ウ
九
）

へ
シ
（
二
字
韻
）
　
　
　
に

二
　
　
ノ
　
ツ
カ
ワ
い
ソ
ル

⑧
心
鵠
恩
一
便
三
　
何

マ

コ

ト

⑨
年
釆
祈
願
之
誠

時
忘
之
一
乎

ナ
ン
ソ
　
　
　
　
ラ
ム
　
ノ

カ
ン
　
タ
ン

肝
臆
之

ヤ

ヲ
モ
ヒ
　
ナ
カ
ス
　
　
ア
セ
ヲ

思
　
流
l
一
汗

－

向

　

　

極

欒

生

十

方

悌

前

　

山

豆

蘭

西

方

乎

（
探
要
法
花
験
記
・
上
三
〇
ウ
八
）

（
和
泉
往
来
・
一
三
四
行
）

何
　
元
其
感
應
哉
（
高
山
寺
本
古
往
来
・
二
九
七
行
）

．

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

以
上
、
ほ
と
ん
ど
が
「
ヤ
」
と
補
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
助
字
の
直
読
例
が
見
ら
れ
る
の
は
『
探
要
法
花
験
記
』
『
和
泉
往
来
』

『
高
山
寺
本
古
往
来
』
　
の
三
資
料
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
古
往
来
に
存
す
る
直
読
例
は
、
「
乎
」
「
哉
」
両
助
字
に
関
わ
る
附
訓
の
全
例
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
を
補
読
し
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
古
往
来
以
外
の
資
料
で
は
直
読
さ
れ
る
例
は
希
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
古
往
来
と
こ
れ
以
外
の
資
料
と
の
間
で
助
字
の
捉
え
方
に
差
異
が
存
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
古
往
来
に
お
い
て
は
、
直
読

例
の
み
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
助
字
が
助
詞
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
に
検
討
し
た
助
字
の
助
詞
表
記



化
は
、
古
記
録
・
古
往
来
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
助
字
の
附
訓
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
、
む
　
す
　
び

以
上
、
本
稿
で
は
古
往
来
・
古
記
録
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
説
明
要
求
の
疑
問
表
現
に
お
け
る
助
字
の
使
用
率
が
十
割
近
く
に
の
ぼ
る
こ

と
を
取
り
上
げ
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
古
記
録
に
は
「
疑
問
助
字
＋
否
定
辞
」
と
い
う
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
独
自
の
表
現
形
式
が
存
在
し

て
お
り
、
こ
の
表
現
形
式
を
支
え
る
の
は
助
字
の
助
詞
表
記
化
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
表
現
形
式
の
存
在
か
ら
古
記
録
に
お
い
て
は

助
字
の
用
法
の
和
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
、
助
字
の
使
用
率
の
問
題
も
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
資
料
が
古
記
録
を
中
心
と
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
「
助
字
の
用
法
の
和
化
」
に
要
因
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
た
。

さ
ら
に
、
問
題
は
残
す
も
の
の
、
古
往
来
・
古
記
録
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
は
、
助
字
「
乎
」
「
哉
」
が
助
詞
「
や
」
の
表
記
と
し
て
用
い

ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
助
字
の
表
記
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
こ
の
種
の
ジ
ャ
ン
ル
の
和
化
漢
文
に
は
、

説
明
要
求
の
疑
問
表
現
の
文
末
に
高
い
割
合
で
助
詞
を
使
用
す
る
特
徴
的
な
疑
問
表
現
形
式
が
存
在
す
る
と
い
う
和
化
漢
文
の
言
語
の
問
題

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
説
話
・
霊
験
記
・
往
生
伝
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
説
明
要
求
に
お
け
る
助
字
の
使
用
率
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
明

確
に
助
字
の
用
法
の
和
化
と
認
め
る
べ
き
差
異
を
、
正
格
漢
文
と
の
間
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
該
ジ
ャ
ン
ル
の
訓
点

資
料
に
お
い
て
は
、
助
字
「
乎
」
「
哉
」
に
附
訓
し
た
例
は
少
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
助
字
が
助
詞
を
表
記
し
て
い
る

と
目
さ
れ
た
古
往
来
・
古
記
録
の
類
に
比
し
て
、
助
字
と
助
詞
と
の
結
び
付
き
が
直
接
的
で
な
い
様
相
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
よ

り
詳
し
い
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
で
行
っ
た
「
実
用
文
・
非
実
用
文
」
と
い
う
分
類
は
今
後
検
討
す
べ
き
余
地
が
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
こ
の

別
に
よ
っ
て
資
料
を
分
類
す
る
た
め
の
客
観
的
な
基
準
の
設
定
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
乎
」
「
哉
」
両
助
字
が
日
本
語
の
助
詞
（
「
や
」

平
安
時
代
後
半
期
和
化
漢
文
資
料
の
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
用
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
七



鎌
　
倉
　
時
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一
七
八

「
か
」
な
ど
）
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
、
或
い
は
い
な
い
の
か
と
い
う
検
討
は
、
資
料
を
よ
り
広
げ
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

注
（
l
）
　
山
口
任
紀
氏
の
規
定
（
『
古
代
日
本
文
体
史
論
考
』
一
九
九
三
年
四
月
）
に
従
う
。
位
相
「
言
語
の
使
用
者
が
も
つ
社
会
的
属
性
の
違
い
に
よ
っ

て
、
言
語
が
異
な
っ
た
姿
を
呈
す
る
現
象
。
ま
た
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
見
た
時
の
言
語
の
姿
。
社
会
的
属
性
に
よ
る
違
い
と
は
、
m
所
属
地
域
、

佃
性
や
年
齢
、
㈲
職
業
や
階
級
な
ど
に
よ
る
違
い
の
こ
と
で
あ
る
。
」
文
体
「
表
現
の
媒
体
（
音
声
・
文
字
）
、
ジ
ャ
ン
ル
、
目
的
・
意
図
、
場
面
・

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
言
語
が
異
な
っ
た
姿
を
呈
す
る
現
象
。
ま
た
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
見
た
時
の
言
語
の
姿
。
こ
の
方
は
、
表
現
者
が
同
一
人

物
で
あ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
、
表
現
上
の
差
異
が
生
ず
る
こ
と
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
」

（
2
）
　
築
島
裕
氏
は
「
変
体
漢
文
研
究
の
構
想
」
（
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
年
）
に
お
い
て
、
変

体
漢
文
が
漢
文
と
異
な
る
点
と
し
て

①
措
辞
法
（
語
順
・
語
序
）
の
中
に
、
漢
文
式
で
な
く
し
て
、
日
本
語
式
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
。

②
漢
字
の
用
法
の
中
に
、
純
漢
文
の
中
で
の
本
来
の
用
法
か
ら
外
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
。

③
純
漢
文
を
訓
読
す
る
際
に
は
補
読
す
べ
き
語
（
即
ち
、
純
漢
文
と
し
て
表
記
す
る
と
き
に
は
表
記
し
な
い
語
）
を
、
変
体
漢
文
で
は
漢
字
と
し
て

書
き
加
え
る
こ
と
。

④
純
粋
の
漢
文
に
用
い
な
い
和
語
を
漢
字
で
表
現
す
る
こ
と
。

⑤
固
有
名
詞
以
外
の
語
を
、
万
葉
仮
名
・
平
仮
名
・
省
画
仮
名
な
ど
を
用
い
て
表
記
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

を
指
摘
し
た
。
本
稿
で
の
和
化
漢
文
資
料
の
認
定
基
準
も
こ
れ
に
準
じ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
資
料
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
特
徴
の
現

れ
る
度
合
い
は
〓
疋
で
は
な
い
。
和
化
漢
文
資
料
的
特
徴
の
強
さ
と
資
料
の
性
格
と
の
相
関
性
を
、
今
回
の
結
果
等
と
合
わ
せ
、
多
角
的
に
論
じ
る

必
要
が
あ
る
。

（
3
）
　
本
稿
で
使
用
す
る
「
説
明
要
求
」
「
選
択
要
求
」
「
判
定
要
求
」
「
反
語
」
の
術
語
の
規
定
は
、
阪
倉
篤
義
民
が
「
上
代
の
疑
問
表
現
か
ら
」
（
『
国

語
国
文
』
第
二
七
巻
第
十
言
百
、
一
九
五
八
年
）
及
び
、
「
文
法
史
に
つ
い
て
ー
ー
虚
聞
表
現
の
変
遷
を
一
例
と
し
て
1
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
三
七
－
1
0
、



一
九
六
〇
年
）
　
に
お
い
て
行
っ
た
も
の
に
従
っ
た
。

（
4
）
　
阪
倉
篤
義
民
は
「
疑
問
表
現
の
変
遷
」
（
『
日
本
語
表
現
の
流
れ
』
岩
波
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
ス
輿
一
九
九
三
年
二
月
）
に
お
い
て
、
『
古
事
記
』

の
疑
問
詞
疑
問
文
と
疑
問
助
字
と
の
関
係
を
調
査
し
、
疑
問
詞
を
用
い
る
疑
問
表
現
に
文
末
の
疑
問
助
字
が
併
せ
て
使
用
さ
れ
る
の
は
、
反
語
的
表

現
に
限
ら
れ
、
「
内
容
的
疑
問
」
（
本
稿
で
の
説
明
要
求
の
疑
問
表
現
に
相
当
す
る
）
に
当
た
っ
て
は
、
助
字
を
加
え
る
こ
と
は
無
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
れ
は
助
字
が
反
語
の
語
気
を
強
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
『
古
事
記
』
の
よ
う
な
表
記

の
区
別
は
認
め
ら
れ
ず
、
説
明
要
求
・
反
語
を
通
じ
て
助
字
の
使
用
不
使
用
が
存
し
て
い
る
。

（
5
）
　
古
往
来
と
の
関
わ
り
か
ら
、
平
安
遺
文
所
収
の
書
状
を
取
り
立
て
、
長
保
か
ら
元
暦
に
か
け
て
の
二
七
四
状
を
対
象
と
し
て
調
査
を
行
っ
た
。

（
6
）
　
古
往
来
の
中
で
も
、
『
雲
州
往
来
』
『
平
安
遺
文
所
収
書
状
』
と
『
和
泉
往
来
』
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
『
東
山
往
来
』
と
で
は
様
相
が
異
な
っ
て
い

る
。
説
明
要
求
の
用
例
自
体
が
存
し
な
か
っ
た
『
和
泉
往
来
』
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
は
措
く
と
し
て
も
、
『
東
山
往
来
』
の
使
用
率
が
五
二
・
六
％

と
さ
ほ
ど
高
く
な
い
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
『
和
泉
往
来
』
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
『
東
山
往
来
』
が
い
ず
れ
も
仏
家
の

手
に
成
る
資
料
ま
た
は
、
そ
の
蓋
然
性
が
高
い
と
目
さ
れ
る
資
料
で
あ
り
、
『
雲
州
往
来
』
が
俗
家
の
手
に
成
る
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
章
作

成
者
の
社
会
的
属
性
の
違
い
に
よ
っ
て
、
助
字
の
用
法
が
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
『
平
安
遺
文
所
収
書
状
』
の
う
ち
、
作
者
の
明
ら
か
な

も
の
に
つ
い
て
、
仏
俗
の
別
を
分
か
っ
て
説
明
要
求
に
お
け
る
助
字
の
使
用
率
を
計
上
す
る
と
、
仏
家
八
三
三
％
、
俗
家
九
四
・
四
％
と
な
り
俗

家
の
方
が
僅
か
で
は
あ
る
が
使
用
率
が
上
回
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
今
後
よ
り
詳
細
な
調
査
を
行
い
、
確
認
を
取
る
必
要
が
あ
る
。

今
回
は
、
『
和
泉
往
来
』
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
両
資
料
に
比
較
に
供
す
べ
き
説
明
要
求
の
用
例
が
存
し
な
か
っ
た
こ
と
、
『
平
安
遺
文
所
収
書
状
』

に
お
い
て
、
仏
俗
両
者
を
通
じ
て
使
用
率
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
分
類
を
試
み
た
。

（
7
）
　
使
用
テ
キ
ス
ト

『
論
語
』
－
群
書
治
要
巻
第
九
所
収
（
古
典
研
究
会
叢
書
漢
籍
之
部
第
九
巻
『
群
書
治
要
（
一
）
』
汲
古
書
院
、
平
成
元
年
）

『
妙
法
蓮
華
経
』
－
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
（
大
坪
併
治
『
訓
点
資
料
の
研
究
』
風
間
書
房
、
昭
和
四
十
三
年
）

正
格
漢
文
と
和
化
漢
文
資
料
と
の
比
較
を
行
う
に
際
し
て
、
正
格
漢
文
の
側
に
資
料
に
よ
る
性
格
の
違
い
が
存
し
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
に
入

れ
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
『
論
語
』
『
妙
法
蓮
華
経
』
は
、
成
立
年
代
・
内
容
を
大
き
く
異
に
す
る
。
し
か
し
、
「
説
明
要
求
の
疑
問
表

現
に
お
け
る
助
字
の
使
用
・
不
使
用
」
の
観
点
か
ら
は
、
両
者
を
弁
別
す
べ
き
点
を
認
め
が
短
か
っ
た
。
今
後
、
取
り
扱
う
資
料
及
び
事
象
を
広
げ

平
安
時
代
後
半
期
和
化
漢
文
資
料
の
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
用
法
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八
〇

て
正
格
漢
文
側
に
認
め
ら
れ
る
差
異
が
和
化
漢
文
の
側
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
8
）
　
正
格
漢
文
に
お
い
て
「
～
不
」
「
～
否
」
の
疑
問
表
現
と
疑
問
助
字
が
同
時
に
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
否
定
辞
の
後
に
疑
問
助
字
が
く
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
否
定
辞
の
前
に
く
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
森
野
繁
夫
氏
は
「
六
朝
漢
語
の
疑
問
文
」
　
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
四
、
一
九
七

五
年
三
月
）
の
な
か
で
、
「
六
朝
期
の
疑
問
文
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
存
在
し
た
も
の
の
ほ
か
に
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
」
と
し
て
い
く

つ
か
の
パ
タ
ー
ン
を
挙
げ
る
中
で
、
「
否
定
詞
「
不
」
「
否
」
「
未
」
な
ど
を
文
末
に
用
い
る
も
の
」
を
示
し
た
。
更
に
「
な
お
、
「
不
乎
」
「
不
邪
」

の
よ
う
に
、
否
定
詞
と
語
気
詞
を
重
ね
た
も
の
も
あ
る
。
」
と
し
て

○
康
顔
色
不
変
、
間
其
見
目
、
向
以
琴
来
不
邪
　
（
文
士
伝
、
世
説
雅
量
注
引
）

○
我
等
今
日
、
当
試
此
龍
王
威
力
、
為
審
勝
吾
不
乎
　
（
増
壱
阿
含
経
七
〇
三
二
二
）

の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、
漢
訳
仏
典
の
み
で
は
あ
る
が
私
に
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
　
『
仏
説
無
量
寿
経
』
に
は
「
～
不
」
の

疑
問
表
現
形
式
は
見
出
さ
れ
る
も
の
の
、
和
化
漢
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
否
定
辞
の
前
に
疑
問
助
字
を
加
え
る
形
式
は
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
か

った。

（
9
）
　
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
「
明
日
家
拝
祀
可
有
哉
否
之
由
可
間
者
」
　
（
左
経
記
・
長
元
元
年
一
二
月
三
〇
日
）
　
の
よ
う
に
、
体
言
句
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
例
も
併
せ
て
計
上
し
た
。
ま
た
、
『
左
経
記
』
　
に
は

抑
去
七
月
依
改
元
有
恩
詔
、
可
合
赦
欺
否
哉
如
何
　
（
長
元
元
年
一
一
月
二
九
日
）

の
如
く
、
「
否
」
　
の
後
に
助
字
が
使
用
さ
れ
る
例
も
二
例
存
し
て
い
る
。

［
調
査
資
料
］

○
注
好
選
　
（
『
古
代
説
話
集
注
好
運
《
原
本
影
印
井
釈
文
》
』
）
　
○
水
言
紗
（
『
醍
醐
寺
蔵
水
言
紗
』
古
典
保
存
会
）
○
大
日
本
国
法
華
経
験
記
（
『
大
日
本

国
法
花
経
験
記
校
本
・
索
引
と
研
究
』
）
　
○
探
要
法
花
験
記
（
『
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
』
）
○
続
本
朝
往
生
伝
（
『
平
安
朝
往
生
伝
集
』
書
陵
部
）
○
拾

遺
往
生
伝
・
高
野
山
往
生
伝
（
日
本
思
想
大
系
『
往
生
伝
法
華
験
記
』
）
　
○
雲
州
往
来
（
『
雲
州
往
来
享
禄
本
研
究
と
総
索
引
』
本
文
研
究
篇
）
○
東
山
往

来
（
『
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
』
第
一
巻
古
往
来
（
一
）
）
　
○
和
泉
往
来
（
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
著
書
二
十
八
『
和
泉
往
来
　
高
野
山
西
南
院
蔵
』
）

○
高
山
寺
本
古
往
来
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
）
○
平
安
遺
文
所
収
書
状
（
『
平
安
遺
文
』
）
○
御
堂
関
自
記
（
『
陽
明



文
庫
蔵
本
御
堂
関
白
記
自
筆
本
総
索
引
』
（
一
）
）
○
左
経
記
（
増
補
資
料
大
成
『
左
経
記
』
）
○
春
記
（
増
補
史
料
大
成
『
春
記
　
春
記
脱
漏
及
補
遺
』
）

○
水
左
記
（
増
補
史
料
大
成
『
水
左
記
永
昌
記
』
）
○
帥
記
（
増
補
史
料
大
成
『
権
記
二
　
帥
記
』
）

用
例
の
引
用
に
当
た
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
の
ヲ
コ
ト
点
を
平
仮
名
、
仮
名
点
を
片
仮
名
で
表
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
論
旨
に
直
接
関
係
し
な
い
場
合
、
用

例
に
附
さ
れ
た
訓
点
は
こ
れ
を
省
略
し
た
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
第
四
十
三
回
大
会
（
平
成
九
年
十
一
月
十
五
日
、
於
愛
媛
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
・
関
一
雄
先
生
・
添
田
建
治
郎
先
生
・
原
卓
志
先
生
に
有
益
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
併
せ
て
、
稿
を
為
す
に
当
た
っ
て
終
始
御
指
導
頂
い
た
室
山
敏
昭
先
生
・
松
本
光
隆
先
生
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

平
安
時
代
後
半
期
和
化
漢
文
資
料
の
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
用
法




